
 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文責 佐藤正人 

『 志高く 未来を切り拓く 』立川中学校通信 

 

 

                第 18号 令和４年１２月 1３日（火）発行 

・テーマ設定の理由を読み、目標が達成出来ると大変意義のあるレポートに仕上がったと感じました。同

じ思いをしている人がこのレポートを読むことで「挑戦してみたい」と思えるほど内容の記述が丁寧です。

来年の記録向上、目標達成、期待しています。 

今回も 7月 19日～27日に実施しました『探究型チャレンジタイ

ム』の実践を紹介致します。 

 次年度の生徒会リーダーを選出する選挙活動が進んでいます。今年は 12名の 2年生が名乗りを上げ、 

自分の描く生徒会を訴えています。全校での演説会及び投票は 12月 14日（水）の予定です。 

 １２月８日（木）に立川小学校６年生１９名が立川中学校で英語の授業を体験しました。

「小学生時代の思い出」を英語で表現する授業でした。私は「この表現で伝わるのかな？

あっているのかな？」と尻込みをしてしまいますが、立小のみんなは、 

誰一人として間違うことを怖れず、小学校での学びを元に仲間と共に 

一生懸命答えを出そうと、元気いっぱい声を上げていました。 

「それでいいんだよねっ」と思いました。積極的に協働や挑戦ができる 

学年であると思います。入学が楽しみです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習内容について、その意義を探っている点が良いです。何のために「文字」が

あるのかと疑問に思うこと、また、その意義を調べた上で、自分の言葉で（どう答

えを出したかなど）まとめている点は他の人にも是非さんこうにして欲しいです。 

・オーケストラの並びに興味を持って、その１点に絞りとても丁寧に調べてくれました。 

おめでとう、コクボ賞です！ ちなみに、ほとんどのアマオケは“アンサンブルのしやすい”並び

で演奏していますが、プロは、特に古典では対面配置をとるオケが増えているように感じますよ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・テーマ設定の動機が映画の視聴という点がさすがだなと思います。普段の生活と

数学を結びづけて考えるということをみなさんにも参考にして欲しいです。 

・３年生の授業で学んだ『イオン』に興味を持ち、体内にあるイオンについて分かりやすくまとめています。体の半分以上が水で

満たされていることや、そこにいろいろな種類のイオンが入っていてそれぞれの役割があることが分かります。体の仕組みって面

白いですよね。 



 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オーストラリア英語の特徴や、イギリス英語との違いについて、いくつか具体的な例を提示しながらポイント

を明確にし、非常に丁寧に分かりやすくまとめています。また、最後の考察もしっかりしています。全体的に文

字が丁寧で読みやすいレポートに仕上がっていますね。大変良く頑張りました。 

・授業では十分に扱えなかった“公害“について発生した時期、場所、症状などを丁寧に調べています。更に「現

状」ということで、法律の整備や現在の公害についてもまとめています。「私たちに出来ることを考え、実行す

ることが大切」というまとめも素晴らしいです。 


